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2016 年まで全出生に占める割合はおおよそ 0.025％～0.03％で、実数は 250～300 人前後で推
移している（第 1 章）。だが、例えば北海道のように、2000 年以降の 16 年間に 1.5 倍に増加


















都道府県は無介助分娩が少ない傾向にあることが示された（第 3 章、第 4 章）。 
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っている。さらに、3 年間の間に 4 本の論文を発表し、計画的に 3 年間で博士論文を完成さ
せた点も評価に値する。 
 
よって、本学位申請論文は、奈良女子大学博士（社会科学）の学位を授与されるに十分な
内容を有していると判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
